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01. 衛生・疾病対策部会について

ABOUT US

菅谷 知男 （農）清和畜産 千葉県

岡部 康之 （株）オーケーコーポレーション 群馬県

稲吉 克仁 （有）マルミファーム 愛知県

木下 高志 木下養豚（有） 鹿児島県

黒濱 武仁 （有）村上畜産 山形県

呼子 朗 （株）フリーデン 岩手県

大井 宗孝 （一社）日本養豚開業獣医師協会

日髙 省三 （株）日高スワイン 宮崎県

部会長

担当副会長

委員

オブザーバー

様々な地域や、規模の背生産者を中心に、日本養豚開業獣医師協会（JASV）から
大井宗孝先生をオブザーバーとして派遣していただいています。
また、必要に応じて外部の有識者を招き、意見交換等を実施しています。

豚熱部会と衛生部会が合併し、衛生・疾病
対策部会とした
国内で課題となっている豚熱の問題を中
心に、経営を圧迫する慢性疾病や、まだ
日本に侵入していないASFの問題、バイオ
セキュリティ、耐性菌問題等、広く養豚
における衛生問題を取り上げ、対策を検
討する部会です。
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02. 2026年の部会活動
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OUR ACTIVITY

第２回衛生・疾病対策部会 2025年6月24日 JPPA会議室＋WEB

第３回衛生・疾病対策部会 2025年9月10日 農水省会議室＋WEB

豚熱清浄化準備協議会として開催

第４回衛生・疾病対策部会 2026年1月13日 農水省会議室＋WEB

豚熱清浄化準備協議会として開催

AW・衛生セミナー「アニマルウェルフェアと飼養衛生管理」 2026年2月3日

TKP東京カンファレンスセンター

第１回衛生・疾病対策部会 2025年4月30日 農水省会議室＋WEB

豚熱清浄化準備協議会として開催

6
第５回衛生・疾病対策部会 2026年3月16日 農水省会議室＋WEB

豚熱清浄化準備協議会として開催 3



03. AW・衛生セミナー
「アニマルウェルフェアと飼養衛生管理」の開催

OUR ACTIVITY

アニマルウェルフェア推進委員会との合同で、下記のようにセミナー
を開催しました。

〔概要〕
日時 2026年2月3日
場所 TKP東京カンファレンスセンター
会場集合とWEB配信のハイブリッド開催
参加者 現地参加 3５名 web参加者88名（講師、事務局除く）

講演１ 「豚を健康に飼うことがアニマルウェルフェア」
エクシュタイン・スワイン・サービス 宮下 マリ 先生

講演2 「重要疾病から豚を守るには」
イデアス・スワインクリニック 早川 結子 先生

宮下先生からは、アニマルウェルフェアに沿った管理がひいては生
産性の向上につながる、ということを、早川先生からは、ご自身の農
場での豚熱発生のご経験から、農場防疫の重要性についてお話し
いただきました。

宮下マリ先生 早川結子先生
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04. 豚熱清浄化準備協議会について

ABOUT COUNCIL

農林水産省
動物衛生課
畜水産安全管理課

JPPA
衛生・疾病対策部会

豚熱清浄化への道筋を一緒に考えようと、
JPPA衛生・疾病対策部会からの呼びかけで、
農水省と衛生・疾病対策部会との間で2024年
度に立ち上げました。
2025年6月には、豚熱対策部会のころより

要望し、議論してきた豚熱清浄化までのロ
ードマップが作成され、清浄化に向けて具体
的な対策が示されました。

国がロードマップを示したことにより、今年度
は、全頭殺処分から部分的殺処分への殺処
分範囲の変更について協議を重ね、2026年5
月19日の家畜伝染病予防法の改正公布と共

に、選択的殺処分（部分的殺処分）が施行さ
れました。
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05.
選択殺処分の
基本的な考え方

OUR ACHIEVEMENTS

豚熱の選択的殺処分については、農水省のHPで詳しく説明されています。
一問一答のQ＆Aなどもありますので、関心のある方は、右のQRコードから
サイト等を確認してください。
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06.
選択殺処分での
管理

選択的殺処分になったからと言って、豚熱の問題が解決
したわけではない

生産者としてはこれからも変わらず病気を入れない努力
と広げないための勇気が必要です。それには・・・

農場防疫

適時適切なワクチン接種

早期通報

三本柱

OUR ACHIEVEMENTS
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07. 衛生・疾病対策部会の今後の活動
PRRS/PCV2など、国内の慢性疾病への対応1

4

ASF・口蹄疫（SAT１）など海外悪性伝染病の情報収集と情報提供2

バイオセキュリティに関する知識の普及3

養豚管理獣医師と生産者の関係強化4

CSF清浄化に向けての活動5

OUR FUTURE
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